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研究成果の概要（和文）：平成 20 年度から平成 23 年度までの 4年間の研究期間において、以下

のような具体的な成果を得ることができた。1. シェイクスピア劇の材源と改作に関連するテク

ストの拡充作業を進めた。2. ウィリアム・ペインター作「ナルボンヌのジレッタ」、「ロミオと

ジュリエッタ」、ジョン・レイシー作『スコットランド人レイシー』、コリー・シバー作『リチ

ャード三世』、バーナード・ショウ作「『シンベリン』仕上げ直し」の注釈・改題付き翻訳を印

刷発表した。3. 本研究課題に関する学会発表ならびに論文発表を行った。 

 

 

研究成果の概要（英文）：This research project, carried out for the period of four years 
from 2008 to 2011, obtained the substantial results as specified below: 
1. The project members gathered reliable academic editions of the sources and adaptation 
of Shakespeare’s plays. 2. Japanese translations of William Painter’s ‘’Giletta of 
Narbonne’, ‘Rhomeo and Julietta’, John Lacy’s Sauny the Scot, Colley Cibber’s 
Richard III, Bernard Shaw’s Cymbeline Refinished, with introductions and annotations., 
are published. 3. The project members read papers on related topics at academic 
conferences and published them in academic journals. 
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１．研究開始当初の背景 

坪内逍遥のシェイクスピア全集をはじめ、

わが国における英国ルネサンス期演劇テクス

トの訳出はかなり進んでいる。即ち、筑摩書

房から刊行された『エリザベス朝悲劇集』（1

974）及び『世界文学大系』、中央書院から
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刊行された『エリザベス朝初期悲劇喜劇集』

(1981)、早稲田大学出版部から刊行されたエ

リザベス朝喜劇10選シリーズ１及び２に代

表されるように、シェイクスピアを中心とす

る劇作品の翻訳がたくさん出版されている。

他方、シェイクスピア劇の材源ならびに改作

に関する翻訳は非常に手薄である。たとえば、

『タイタス・アンドロニカス』の材源の一つ

であるジャスパー・ヘイウッドの『テュエス

テス』は、セネカの原典の翻訳はあるものの、

英訳からの翻訳がない。また、『終わりよけ

ればすべてよし』などいくつかのシェイクス

ピア作品との関連がしばしば指摘されるペ

インターの『快楽の宮殿』の翻訳もない。さ

らに、王政復古期のシェイクスピア劇の改作

として知られる『じゃじゃ馬馴らし』、『あ

らし』、『リア王』、『リチャード３世』の

翻訳もない。 

英米においては王政復古期におけるシェイ

クスピアの改作テクストに関心が高まってい

るのに比して、研究開始当初、わが国におい

ては、上述のように翻訳すらおぼつかない状

況であった。 

２．研究の目的 
 本研究は、シェイクスピア劇とその材源な
らびに改作との比較研究において利便性の
高い注釈付翻訳書の公刊を目指すことで、シ
ェイクスピア研究の更なる発展にとって必
要な基礎的資料を広く公に提供することを
目的とするものである。本邦初訳を公刊する
ことにより、英米で関心が高まっているシェ
イクスピア劇とその材源との関係を解明す
る研究ならびにシェイクスピアが後の時代
にどのように受容されたかを解明する研究
を、わが国においても大いに促進することが
できる。 
３．研究の方法 
本研究では、月に一度の頻度で鹿児島大学

法文学部和研究室において例会を開き、シェ
イクスピアの材源と改作に関する作品の訳
出を進めていった。すなわち、研究メンバー
はそれぞれの持ち回り担当箇所の翻訳をメ
ールで事前に配信し、例会当日は参加メンバ
ー全員が、訳は正確か、日本語表現として十
分にこなれていて、台詞としての通りがいい
か、などの点に注意しながら、忌憚のない意
見を相互に出し合っていった。また、訳出作
業と並行して、シェイクスピアの材源と改作
に関するテクストを拡充することと、本研究
課題に関わる成果を学会発表ならびに論文
発表で公にすることに努めた。 
４．研究成果 
 平成 20年度から平成 23年度までの 4年間
の研究期間において、シェイクスピア劇の材
源と改作に関連するテクストの拡充作業を

進めるとともに、ウィリアム・ペインター作
「ナルボンヌのジレッタ」、「ロミオとジュリ
エッタ」、ジョン・レイシー作『スコットラ
ンド人レイシー』、コリー・シバー作『リチ
ャード三世』、バーナード・ショウ作「『シン
ベリン』仕上げ直し」の注釈・改題付き翻訳
（その多くが本邦初訳）を印刷発表した。ま
た、研究代表者と研究分担者とで本研究課題
に関する学会発表を計 17 件、論文発表を計
18 件行い、研究成果の一部を積極的に公にす
るよう努めた。 
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